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AXA は 2013 年 4 月 か ら 5 カ 年 の 第 3 期中 期 計 
画 期 間 に 入 り ま し た 。 巻頭 特集 で は 、 新しい 
中 期 計 画 で の 取り 組み を 、 奥村 直樹 理事 長 を 
は じ め 各 部 門 の キー パー ソン に イン タビ ュー。 
JAXA 一 丸 と な っ て 取り 組む 事業 内 容 に つい て ご 紹介 し 
ます 。 中期 計画 の 主要 ミッ ショ ン の うち 、 今 号 で は 、 国際 協 
力 で 実施 る きれ る | 全球 降水 観測 (GPM ) 計画 ] の た め に 開 
発し た 「 二 周波 降水 レー ダ (DPR )」 と 、 小惑星 探査 機 | は 
や ぶる 2」 に つい て クロ ー ズ アテ アップ し まし た 。 「GPM/DPR 」 
の 小嶋 正 歌 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ と 、「 は や ぶる 2」 の 國 中 
均 プ ロジ ェクト マネ ホー ジャ に 、 そ れ ぞ れ の ミッ ショ ン が 私 
た ちの 暮 6 し や 地球 全体 に どん な 成果 や 可能 性 を ち た ら す 
の か 、 詳 し く 語 っ て も らい まし た 。]AXA 最 前 
線 (19 ペ ー ジ ) に は 「 は や ぶる き 2」 に 搭載 
する お 名 前 や メッ セー ジ の 募集 キャ 
ン ペ ー ン も 掲載 し て いま す の で 、 た 
くさ ん の ご 応募 お 待ち し て お り 
ます 。 
あら ゆる 命 を 未来 へ つない で 
いく た め に 、]AXA は これ か ら 
も 宇宙 ・ 航 空 が 持つ 大 き な 可 能 
性 を 追求 し て いき ます 。 皆 さま 
の ご 支援 、 ご 協力 を どう ぞ よ ろ 
し くく お願い いた し ます 。 
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2013 年 4 月 、JAXA は 新しい 中 期 計 画 を 発表 . 
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庄 追 数 息 部 > 本 
半 理 利 / さ 
デー まま 議 れ 」 
l の ーー た) っ シ レツ 大 
世界 に 応え 、 日 本 を 元気 に 1 注 、 E 
JAXA の 中 期 計画 も 第 3 期 に 和 に も 頁 献 で き 、 ひ いて は 日 本 


入り ます 。 第 1 期 と 第 2 期 を 振り 
返る と 、 ロ ケッ ト や 人 工 衛星 に 大 
き な 和 失敗 も な く 、 宇 宙 を 安定 的 
に 利用 し て いく 技術 の 基盤 が で 
きた と 思い ます 。 で すか ら 、 これ 
か ら は 本 当 の 意味 で 社会 に 役 立 
つ 宇 宙 利 用 を 展開 し て いく 、 さ ら 
に は その た め の 産 業 基盤 を し っ 
か り 作 っ て いく こと が 大 き な 目 的 
に な り ま す 。 

ここ で ぜひ 皆さん に ご 理解 い 
た だ きた い の で す が 、 技 術 は すぐ 
に 陳腐 化す る の で 、“ も うこ れ で 
ロケ ッ ト や 人 工 衛星 は 大 丈夫 だ " 
と 新た な 技術 へ の チャ レン ジ を 忘 
れ て し まう こと は 、 非 常に 危険 で 
す 。 宇宙 の 利用 や 産業 基盤 の 
拡大 が 第 一 優先 で す が 、 研 究 開 
発 機関 と し て 新た な 技術 に チャ レ 
ンジ する こと を 、 今後 も し っ か り と 
続け て いき た いと 考え て いま す 。 

この 10 年 間 で 、JAXA を 見 る 
世界 の 目 は 大 きく 変わ っ て きま し 
た 。 国際 宇宙 ステ ーション (ISS) 
計画 や 宇宙 科学 、 地 球 観測 な 
どの ミッ ショ ン を 一 緒 に 進め て き 
た 欧米 や ロシア か ら は 、JAXA は 
「 最 も 信頼 で きる パー トナ ー]」 と 
いう 評価 を 受け て いま す 。 

さら に 、 先進 国 を 追い か け て い 
る 経済 的 に 元気 な 国 や 開発 途 
上 国 で も 、JAXA に 対す る 期待 
が 高まっ て いま す 。 これ ら の 国々 


は 、 戦 後 の 復興 か ら こ こま で きた お り 、 こ うし た 時 代 は すでに 始ま 32 SS 和 宇 科 
日 本 を お 手 本 に し た いと 考え て いっ て いる の で す 。 それ ぞ れ の 国 ば 専 め n 学 の 研 な 学 る 紀 還 学 
る の で す 。 アジ ア の 人 た ち 、 南 ア 。 が 国力 に 合わ せ て 自国 の 技術 を 和 = 半 争 は 開 の 
メリ カ や アフ リカ 、 あ る い は トル コ 提供 する こと に よっ て 、 国 際 的 な ます が 4 日 に と 手 性 つと が 宇 発 フ 
を 含め 中 近東 地域 の 人 た ち 、 そ 貢献 が で きる 。 先進 国 の 問 で 成 せる 国 ァ 本 挑 協 を を 谷 な 義 軸 利口 
うい う 人 た ちの 期待 に 応え て 、 私 熱し た 協力 の スタ イル が で き あ が ん 伯 只 旬 革 ? g 系 SS 生 ン 
た ちの 能力 を 生か し て いき た いと る こと を 望ん で いま す 。 を 宙 て 端 て な ご 拓 科 し 包 命 用 
考え て いま す 。 宇宙 を 利用 する こう し た 関係 作り の た め に も 、 GS を の 
能力 を 高め る の を お 手伝い する 常に 新しい 技術 に チャ レン ジ し て た 全 宙 と すろ へ 外 皇 を づな 泊 率 
キャ パシ ティ ー・ ビ ルディ ング 、 こ いく こと が 大 事 で す 。 いい 技術 き 体 利 技 王 壮 の 告 し 年 措 に 財 
れ ま で 「 ア ジア 太平 洋 地域 宇宙 "を 持っ て いれ ば 、 世 界 か ら 買い た な を 用 術 宇 大 大 工 て 笛 像 っ 94 ガ 
機関 会 議 (APRSAF ) 」 な ど で い 、 教 えて ほし い 、 あ る い は 使い 


進め て きた アジ ア 地 域 で の 防災 
構想 、 アジ ア 太 平 洋 地域 で の 準 
天頂 衛星 の 利用 な ど 、 私 た ち に 
で きる こと は た くさ ん あり ます 。 宇 
宙 開 発 と いう 分 野 は 相互 理解 に 
も と て も 役立つ の で 、 世 界 の 平 


が 元気 に な る 道 に つなが っ て いく 
思っ て いま す 。 

ISS の パー トナ ー 国 の 間 で は 、 
今後 の 宇宙 開発 に つい て いく 
つか 合意 され て いる こと が あり ま 
す 。 その 1 つ は 、“ 大 事 な シ ステ 
ム は 人 類 全 体 で 2 つ 以 上 持つ べ 
きだ ”" と いう こと で す 。 例え ば 今 
は スペ ー ス シャ トル が な く な っ て し 
まっ た の で 、 宇宙 に 行く に は ソ ユ 
ー ズ 宇宙 船 し か あり ませ ん 。 これ 
は と て も 弱い 体制 で す 。 以前 は 
アメ リカ が 大 事 な パ ー ト を 全部 作 
り 、 残り を ヨー ロッ パ や 日 本 が 担 
当 し て いま し た が 、 今 で は 通信 シ 
ステ ム に し て も 生命 維持 の 環境 
制御 に し て も 、 人 類 全体 で 2 種 
類 、3 種 類 持 と うと いう こと に な っ 
て いま す 。 有人 輸送 シス テム も 
国際 協力 で 作る 時 代 に な る か も 
し れ ま せん 。 その 上 で 、 月 や 小 惑 
星 、 火 星 に 行こ うと いう の で す 。 

こう いう 時 代 に な っ て くる と 、 日 
本 も 新しい 役割 を 期待 され る こと 
に な り ま す 。 アメ リカ の シス テム 
の 一 部 を 日 本 が 担当 する と か 、 日 
本 が ある 国 と 共同 で シス テム を 
開発 する と いっ た 時 代 が 来る の 
で は な いで し ょ うか 。 実は 、1SS 
に 物資 を 運ぶ ドラ ゴン 宇宙 船 の 
ドッ キン グ 直 前 の 近傍 通信 シス 
テム に は 、 日 本 の 物資 輸送 船 「 こ 
う の と り 」 の シス テム が 使わ れ て 


た いと 声 が 挙がり ます 。 宇宙 は 日 
本 を 元気 に する 大 事 な 分 野 の 1 
つ 。 世界 の 期待 に 応え て いく 責 
任 が JAXA に は あり 、 それ が で き 
る 組織 だ と 思っ て いま す 。 
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児島 市 中 心 部 に ある 南 九 州 随 一 の 繁華 街 ・ 天 文 館 。 

その 一 角 に 2013 年 4 月 12 日 、「 宇 宙 情 報 館 」 が オー プ 
ン し まし た 。 この 日 は 戦後 日 本 初 の ロケ ッ ト 実 験 で ある ペ 
ン シ ル ロケ ッ ト の 公開 試射 (1955 年 ) が 行わ れ た 日 で 、 
世界 初 の 有人 宇宙 飛行 (1961 年 ) や スペ ー ス シャ トル 
の 初 飛行 (1981 年 ) が 行わ れ た 日 で も あり ます 。 

天文 館 と いう 一 風 変 わ っ た 地名 は 天文 学 と 関係 が あ 
り ま す 。 由来 と な っ た の は 、1779 年 に 島津 家 25 代 当主 
で 第 8 代 薩 摩 藩主 の 島津 重 衰 (し げ ひ で ) 公 が 設置 し た 
天文 観測 所 で ある 「 明 時 館 」 で 、 天 文 観測 を 通じ て 薩 
摩 暦 の 編 委 に 用 いら れ ま し た 。 当時 幕府 以外 に 独自 に 
暦 の 編 筑 を 許さ れ て いた の は 薩摩 薄 だ け だ っ た よう で す 。 
天文 観測 施設 は 人 里 離 れ た と ころ に 置か れる の が 常 。 
当時 は ここ も 人 通り が 少な く 暗 か っ た よう で す が 、 ネオ ン 
が 深夜 まで 煙 々 と 輝く 現在 の 状況 か ら そ れ を うか が い 知 
る こと は で きま せん 。 

今や 鹿児島 県 に は 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 と 種子 島 
宇宙 セン ター と いう ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 場 が 置か れ 、 唯一 
無 二 の 宇宙 基地 県 と し て 位置 付け られ て いま す 。 また 、 

児島 大 学 に は 国内 有数 の スタ ッ フ 数 を 誇る 宇宙 グル 
ー プ が あり 、 国立 天文 台 と 協力 し て 薩摩 川内 市 の 入 来 
に VERA 入 来 局 と 1m 赤 外線 望遠 鏡 を 、 ま た 錦江 湾 公 
園 に は 日 本 初 の ミリ 波 望 遠 鏡 と し て 多く の 成果 と 人 材 を 
残し た 6m ア ン テ ナ を 運用 し て いま す 。 また 、 鹿 児島 人 
工 衛星 開発 協議 会 や 県 内 の 企業 が 協力 し て 開発 し た 
超 小 型 衛星 「 ハ ヤ ト 」 (KSAT ) は 2010 年 5 月 に H-IA 
ロケ ッ ト 17 号 機 に 相乗り し て 打ち 上 げ ら れ 、2 カ 月 ほど 運 
用 され まし た 。 2 号機 で ある KSAT2 の 開発 も 、 今 年 度 
打ち 上 げ ら れる 予定 の H-IA ロ ケッ ト 24 号 機 へ の 搭載 
を 目指 し て 進行 中 で す 。 


この よう な 背景 か ら 、 鹿 児島 を も っ と 宇宙 で 盛り 上 げ る 
た め の 情 報 発信 を 進め よう と 、 明 時 館 跡地 で 老舗 の うな 
ぎ 専 門 店 「 未 よし 」 を 営む 奥山 博 哉 さん が 2012 年 9 月 
に 近隣 の ビル を 購入 、2013 年 3 月 に 運営 母体 と な る 天 
文 館 宇宙 ビル 株 式 会 社 を 設立 し 、 そ の 2 階 部 分 を 


JAXA、 国 立 天文 台 、 鹿 児島 大 学 、 鹿 児島 人 工 衛星 開 
発 協議 会 の 4 者 に 無償 で 提供 いた だ ける こと に な り ま し 
た 。 民間 出資 な が ら 入 場 料 は 無料 。 展示 内 容 は 出展 者 
で ある 上 記 4 者 と 事務 局 で ある 天文 館 宇 宙 ビ ル か ら 選 
ば れ た 企画 委員 会 (私 も その 一 員 で す ) に よっ て 検討 さ 
れ 、 展 示 物 の 搬入 ・ 維 持 管理 ・ 入 れ 替 えな ど に は 出展 者 
が 責任 を 持つ こと と な っ て いま す 。 

繁華 街 の 中 心 付近 に 立地 し 、 売 店 や 休憩 エリ ア 込み 
で 約 90m と 狭い こと か ら 、 総 花 的 な 事業 紹介 に は こだわ 
ら ず 、 博物館 ・ 科 学 館 的 な 位置 付け と も せ ず 、 各 機関 の 
アン テ ナ シ ョ ッ プ と し て 旬 な 情報 の 発信 拠点 に 特 化 し て 
いま す 。 JAXA か ら は 最大 110dB ま で 出せ る ロケ ッ ト 打 
ち 上 げ 音 響 体験 シス テム の ほか 、 事 業 紹介 の 映像 や H- 
TA ロケ ッ ト な どの 模型 、 パ ネル を 中 心 と する 小 規模 な 展 
示 を 提供 し て いま す 。 特に ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 音 響 体験 シ 
ステ ム は 目玉 展示 の 1 つ で 、 相模原 キャ ン パ ス や 筑波 宇 
宙 セ ンタ ー、 種 子 島 宇宙 セン ター で は 見 学者 向け に 公開 
され て いる も の の 、JAXA 施 設 外 に 常設 され る の は 初め 
て の こと で す 。 また 国立 天文 台 と 鹿児島 大 は 共同 で 立 
体 映像 を 中 心 と し た 展示 を 、 さ ら に は 鹿児島 人 工 衛星 
開発 協議 会 で は KSAT 開 発 関 連 の 実物 資料 を それ ぞ 
れ 提 供し て お り 、 明 時 館 の 由来 に 関す る コー ナー も あり 
ます 。 館内 に は 宇宙 関連 グッ ズ の 売店 や 、 飲料 の 自販 
機 、 休憩 コー ナー も あり 、 ちょ っ と し た 時 間 つ ぶし に も ご 
利用 いた だ け ま す 。 

宇宙 情報 館 の 運営 は 始ま っ た ば か り 。 まだ いろ いろ な 
部 分 が 手探り 状態 で す が 、 お 金 を か けず に 知恵 を 絞り な 
が ら よ り 良 い 姿 を 目指 し ます 。 この 宇宙 情報 館 の 存在 を 
ー つ の きっ か け と し て 、 よ り 多 く の 方 々 に 宇宙 を 身近 に 感 
じ て い た だ きた いと 願っ て いま す 。 


人 宇宙 情報 館 

所 在 地 :〒892-0842 鹿児島 県 鹿児島 市 東 千石 町 7-18 
天文 館 宇 宙 ビ ル 2 階 

開館 時 間 :11:00-17:OO (火曜 日 休館 : 休 日 に 当たる と き は その 翌日 ) 
お 問い 合わ せ :099-222-8778 
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宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広 


報 ・ 普 及 主 埋 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物 理学 。 宇 宙 科学 を 中 心 と し た 
広報 普及 活動 を は じ め 、 ロケ ッ ト 射 
場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと ] に 挑戦 中 。 

写真 は ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 音 響 体験 シス 
テム の 轟音 スイ ッ チ を 入れ る 筆者 ( 操 
作 は 職員 に お 任せ 下さ い )。 100dB 
を 超す 大 音響 を 日 に 数 回 聴く こと に な 
る 職員 に と っ て 、 耳 栓 は 必須 で す 
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賞 の 名 称 主催 ( 賞 を 授与 する 団体 ) 受 覚 日 受賞 者 ・ 団 体 受賞 内 容 
: : : : 電気 ロケ ッ ト の 研究 開発 、 大 学院 教育 、 無 人 宇宙 実験 * 観 測 フ リー フラ イヤ ー (SFU) 
フェ ロー の 称号 : AA : 2012/1/20 : 國 中 均 : 人 工 衛星 の 開発 // 運 用 回収 、 お よび マイ クロ 波 放電 式 イ オン エン ジン に よる 
: 「 は や 3 る ] 小 星 近 機 の 地球 小間 人 生成 に 対す る 功績 が 認め られ た 
第 14 回 神奈 川 イ バ ー ジ アッ プ 大 党 : 毎日 新聞 社 : 2012/1723 : 十川 聡 : 神奈 川 県 の イメ ー ジ アッ プ に 貢献 し た 
・ : ・ : ・ 地 球 、 月 の スウ ィング バイ と 大 陽 潮汐 力 を 活用 し た 軌道 操作 技術 を 開発 し た こと 
1 に : ・ 次 星 探査 機 [のぞみ] の 居 行 を 、 地 球 を 2 回 スウ ィング バイ させ る 
2012 Space Achievement Award : Space Foundation : 2012/2713 : 川口 淳一 朗 ・ 代替 軌道 を 考案 し て 復旧 させ た こと 
6 : : ・「 は や ぶさ 」 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ と し て 、2010 年 に 、 
上 は 世界 初 の 小惑星 サン プル リタ ー ン ミッ ショ ン を 達成 させ た こと 
人 ECW : 2012/2/15 : 角 源 : [KAROS」 の 成果 及び ソー ラー 電力 セイ ル W6 に お ける 研究 成果 を まとめ た 論文 
還 人 た ここ ン 中 の > : 5 | 必要 な 情報 が 網羅 的 か つ 適 切 に 記載 され て お り 、 環 境 活 動 に 誠実 に 取り 組ん で いる こと が 
2 : の : 2012/2/23 : JAXA 社会 環境 報告 書 2011] : 伝わっ て き て 、 社 会 的 責任 や ステ ー ク ホル ダー と の 関わ り だ け で は な く 、JAXA の 存在 理由 に まで 
Mi 本 : : 暗 み 込ん だ 報告 書 と な っ て お り 、 全 編 を 通じ て 一 綱 し た 哲学 を 感じ る も の と し て 
ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー ・ 米国 航空 中 宙 局 : 2012/3/19 : 玉生 士 健康 管理 グレープ ・ 国際 宇宙 ステ ーション 第 28 次 第 29 次 長期 滞在 (古川 飛行 士 搭乗 ) の 搭乗 員 お よび 
グル ー プ 業績 賞 : ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー : : (医学 運用 担当 ) : その 家族 に 対す る 医学 的 支援 に 貢献 し た 
・ : : : 徳島 大 学 医学 部 の 研究 の 発展 に 特別 な 貢献 を し た 人 物 に その 感謝 の 意 を 表す る た め に 贈る 賞 。 
徳島 大 学 医学 部 特別 功労 賞 ・ 徳島 大 学 医学 部 ・ 2012/3/21 : 古川 聡 ・ 同 大 学 松本 俊夫 教授 の 力 に よる 骨 量 減少 に 対す る ビス ホス ホネ ー ト の 予防 効果 」 と 
: : : : 同 大 学 二川 健 教授 の 無重力 に よる 筋 委 紹 の メカ ニズム (MyoLab) の 実施 貢献 評価 
第 21 ( 成 23 年間 本 衣 補注 賞 : 日 本 衣 空 軸 学 人 : 20124713 部 東 油 、 他 4 名 : 論文 名 : 外 前 緑 後 退 角 変 化 が ST 形態 低速 ロー ル 特 性 に 及ぼ 影響 に つい て 
ea A 8 中 ・ 第 43 其 年 全 講演 会 に お ける 研究 発表 
若手 優秀 講演 賞 8 日 本 航空 宇宙 学会 2012/4/13 3 水谷 忠 均 : [ 哉 首 上 設計 検証 に 向け た セン サー 体 化 構造 の 初期 検 | 
NM 請 旧 航空 軍法 術 和 : 日 本 航空 宇 二 学 会 : 20127413 : IIKAROSI デ モン スト レー ショ ンチ ー ム : 技術 名 :IIKAROSI に よる ソー ラー セイ ル 外 和 実証 
MM 201244713 はやぶさ] プロ ジェ クト チー ム は や ぶる] 小 導 探 機 の 計 ・ 加 収 用 
2012 Space Achievement AWard : Space Rudetn : 20124716 : 川口 淳 一” 郎 : 中 直 技 術 ・ 開 発 に つい て 頭 著 な 功 綾 を 挙げ た 
The Best Paper in Gossamer Systems from : : H H 
* ・ ・ 謀 松 * 霊 : め 電 骨 _ 
N IP AIAA 2012/4/26 3 9 治 、 自 澤 洋 次 8 論文 タイ トル :Mission Report on The Solar Power Sail Deployment Demonstration of IKAROS 
Materials Conference ・ ・ 
2012 International Space0ps Award for 2 8 6 In 3 6 も っ 3 |ー 選 時 さす ナ た 守田 s の 区 評 コ た 
UKTHI9ACHTGt Space0ps 2012/6/14 「 は や ぶさ ] 運用 チー ム 数 々 の 不具 合 の 乗り 越え 「 は や ぶさ] を 地球 に 帰還 させ た 運用 ・ 支 援 面 で の 際立っ た 成果 を 評価 
第 44 回 流体 力学 講演 会 航空 宇宙 数 値 : : : 1 
シミ ュ レー ショ ン 技術 シン ポジ ウム 2012 : 日 本 航 宇宙 学会 1 : 多 乳 区 モ デル を 用 いた OfD 角 析 に よる 司法 の 本 
数 値 シ ミュ レー ショ ン 部 門 最 優秀 6 本 示 示 直 半 雪 ) : 
第 4 回 流体 力 生涯 由 人 : 中 北 和 加藤 裕 み : 岳 44 回 流体 学 且 注 会 に お いて 六 体 学部 門 に お ける 最 全 秀 発表 と 認め られ た も の 
0 NN 1 小池 人 : ( 先 表 件 名 「FFT を 用 いた 任 況 定常 PSP 計 測 に お ける 流れ の 位相 情報 
流体 力学 部 門 最 優秀 賞 ・ ・ 8 H 
NN : 電子 情 報 通 信 学 人 1 201279/12 : : 高 本 和 信和 回 肌 の 開発 と 軸 応 用 へ の 展開 


エレ クト ロニ クス ソサ エ テ ィ 賞 
第 


co 


6 回 Allan D. Eml 記 念 賞 


Best Presenter Award 


Best Paper AWard 

日 本 非 破壊 検査 協会 論文 賞 

第 67 回 IMF 世 銀 総会 展示 に 係る 感謝 状 
文化 功労 者 

第 12 回 山崎 貞一 賢 (計測 評価 分 野 ) 
ギネス 

ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー 


グル ー プ 業績 党 


第 5 回 (平成 24 年 度 ) 宇 宙 科 学 奨励 賞 
宇宙 工学 関係 


一 般 表彰 スペ ー ス フロ ンティア 


日 本 機械 学会 宇宙 工学 部 門 

一 般 表彰 スペ ー ス フロ ンティア 

2012 ESA TEAM AWARDS 

平成 25 年 度 科学 技術 分 野 の 

文部 科学 大 臣 表 彰 ・ 科 学 技術 賞 (研究 部 門 ) 
平成 25 年 度 科学 技術 分 野 の 
文部 科学 大 臣 表 彰 ・ 科 学 技術 賞 (研究 部 門 ) 


第 22 回 (平成 24 年 度 ) 日 本 航空 宇宙 学会 技術 賞 


(プロ ジェ クト 部 門 ) 


・ 国際 宇宙 航行 連盟 
H International Conference On 
・ Space, Aeronautical and 


・ Navigational Electronics : 2012710712 
・ (電子 情報 通信 学会 ) : 
ICSANE2012(IEICE, KEES) : 2012/10/12 


: 


・Yua Kobayasi 


: 2012/10/5 : 上 牧志 


野 将 年 


l Asushi TOmii, 


ル :Feasibility Study 0n Supercapacitor 


: 中 四 探 査 に 関す る 約 40 年 に わた る 長年 の 功績 


: 国際 会 議 で の 論文 発表 
・ 発表 タイ 
・ In Spacecraft POwer Systems 


s as Alternative 10 Secondary Batterles 


・ Preliminary Design 0f X-band High Efficiency 0nboard Solid State Power Amplifier 


wttSns eowー=ーjwoo) G | r 届 呈 0 


( 避 当 


・ Shinichiro Narit, and Shige0 Kawasai 


: 10 
・ ナノ メー| 


r Dee 


Space Missions Using GaN HEMT 
ルオ ー ダ ー の 隙間 を 持つ 微細 損傷 ・ 不 完全 結合 部 検出 の た め の 
・ 非線形 超 音波 画像 化 シス テム 

: 第 67 回 IMF 世 銀 総会 に 際 し 政府 展示 へ の 宇宙 食 展示 の 協力 に より 、 
・ 日 本 の 文化 ・ 技 術 の 世界 へ の 発信 に 貢献 し た 


日 本 破 寺 検 査 協 人 : 2012/10723 : 松 只 正 当 
: 財務 促 IMF 選 銀 総 会 : 叶 宙 航空 研究 開発 機構 
: 準備 事務 過 0 ( 下 本 食 当 ) 
: 文部 科学 大 臣 / 文 化 審議 会 : 2012/11/3 : 西田 篤 弘 
: 材料 科学 技術 抽 財 団  : 2012/11/16 : 田島 道夫 
RI : : IKAROS 
: Guinness World Records : 2012/11/26 : DCAM 
: 米国 航空 宙 選 8 
: 回 人 8 : 宇宙 筋 空 研究 開 人 機構 
2 ショ ン (IS8) 2012/12714 20 と 
: 米国 航空 宇宙 局 : 宇宙 飛行 士 健 康 管 理 グル ー プ 


・ ジョ ン ソ ン 宇 宙 セン ター 


: 2013/2/21 


: 2013/3/12 


: 日 本 機械 学会 宇宙 工学 部 門 2013/3/28 


: 当 


: 再 


: ( 括 学 軍用 提 当 ) 


田 雄 一 


突入 デ ー タ 収集 装置 開発 チー ム 


人 


り 田 真紀 、 和 田 恵一 、 山 本 統 史 ) 


: 日 本 機械 学会 宙 工 学部 門 : 2013/3/28 : SDS-4 開 発 チー ム 


・ ESA 


:・ 2013/479 


(欧州 中 宣 機関) 
: 文部 科学 省 : 20134/16 
: 文部 科学 省 : 20134/16 
: 日 本 航空 宇宙 学 人 


: 2013/4/19 


: 高 
: 高 
: 森 


: き 


: 小 


橋 忠 幸 、 山 田 隆弘 、 他 1 名 
橋 起 幸 、 渡 辺 伸 、 武 田 伸一 朗 


治 、 津 田 雄 一 、 澤 田 弘 崇 


田 弘 慈 、 稲 場 典 康 、 
暮 聡 、 黒 田 知 紀 、 他 5 名 


突入 の 際 の 挙動 


: 電磁 流 体力 学 を 基盤 と する 宇宙 空間 物理 学 の 研究 に 尺 力 を 始め と し て 
: 長期 に わた る 主軸 科学 に 対す る 南 献 
: フォ トル ミネ ッ セン ス に よる 半導体 結 曲 計測 評価 法 の 開発 標準化 に 貢 
: 1. 最 初 の 惑星 問 ソー ラー セイ ル 宇 宙 機 [IKAROS] 

・ 2. 最小 の 惑星 間 子 衛星 「DCAM1 と DCAM2] 


: HTVT-3 号 機 に より 、8S へ の 物資 補給 お よび SS から の 物資 府 広 を 完 送 し 、 
: SS 運用 に 多大 な 南 献 を し た 


: 国際 宇宙 ステ ーション 第 32 次 第 33 次 長期 滞在 ( 星 出 飛 行 士 搭乗 ) の 搭乗 貞 お よび 
: その 家族 に 対す る 医学 的 支援 に 貢献 し た 


: 研究 題 四 : ソ ー ラ セイ ル に よる 深 宇 宙 探 衣 行 技 術 の 実証 的 研究 


: 再 突入 デー タ 収 集 江 置 (Bal) を 開発 し 、 
・ [こう の と り 3 号 機 」 の 大 気 
: 日 本 の 宇宙 工学 の 発展 に 貢献 し た 

: 50ko 級 の 小型 衛星 と し て 、 日 本 初 と な る 、 
・ 高 精度 の 常時 3 軸 ゼ ロモ ー メ ンタ ム 制 御 衛星 の 短期 間 で の 開発 と 、 
: その 軌道 上 実証 ・ ミ ッ シ ョ ン 運用 に 成功 し 、 
・ 今後 、 大 学 ・ 産 業界 な ど で 、 ま すま す の 発展 が 予想 され る 小型 衛星 の 礎 を 築い た と し て 
・ SpaceWire の 開発 と 利用 に 貢献 


観測 運用 を 成功 させ 、 


: 根 天 文 衛星 技術 を 応用 し た 超 広角 コン プ ト ンカ メラ の 研究 
: 「IKAROSJ に よる ソー ラー 電力 セイ ル の 実証 に 関す る 研究 


: 準 天頂 衛星 「 みち びき] シス テム の 開発 と 測位 ミッ ショ ン の 実証 


| 
ァ 
2 


2013 年 夏 、 日 本 が 誇る 3 つの 宇宙 輸 
送 機 が 打ち 上 げ ら れ ま す 。 日 本 の 技 
術 の 粋 を 結集 し 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ 
ン へ 物資 を 届け る 補給 機 「 こ う の と 
り 」|。 その 「 こ う の と り 」 を 地上 か ら 宇 
宙 へ 運ぶ の は 、 日 本 初 の 純 国 産 ロケ 
ッ ト H-II の 流れ を 波 む 日 本 最大 の H- 
IIB ロ ケッ ト 。 そし て 小惑星 探査 機 「 は 
や ぶ き 」 を 打ち 上 げ 、 世 界 最高 性 能 
と 詞 わ れ た 日 本 の M-V ロ ケッ ト の 後 
継 機 で ある 新 時 代 の 固体 ロケ ッ ト 「 イ 
プシ ロン 」 が 、 惑 星 観測 用 の 宇宙 望 
遠 鏡 を 搭載 し た | 惑星 分 光 観 測 衛 
星 ] を 打ち 上 げ ま す 。 企画 展 で は 、 こ 
れ ら 宇宙 輸送 機 を 、 画 像 や 映像 、 模 
型 な ど で ご 紹介 し ます 。 皆さま の ご 来 
場 を お 待ち し て お り ま す 。 


INFORMIATION 4 


日 伊 協力 イベ ント 


日 本 と イタ リズ 宇宙 協力 最前 線 開催 


5 月 15 日 、 イ タリ ア 文 化 会 館 に お 
いて 「 日 本 と イタ リア 、 宇 宙 協 力 
最前 線 ] が 開催 され まし た 。 第 一 
部 で は 、 人 工 衛星 を 使っ た 炎 害 監 
視 を は じ め と する イタ リア と 日 本 
の 協力 の 取り 組み 、 国 際 宇 宙 ス テ 
ーション (ISS) に な ける イタ リア 
と の 協力 プロ ジェ クト で ある 高 エ 
ネル ギー 電子 ・ ガ ンマ 線 観測 装置 
ICALET 」 の 研究 開発 な ど 、 両国 
の 宇宙 協力 が 紹介 る きれ まし た 。 第 
二 部 で は 、 野口 聡一 宇宙 飛行 士 と 
イタ リプ 宇宙 機関 の ロベルト ・ ヴ 
ィ ッ トー リ 宇 宙 飛 行 士 が 登場 。 野 
口 宇宙 飛行 士 か ら は 、 イ タリ ア の 
サル ディ ニア 島 の 地底 湖 で 行わ れ 
た 宇宙 飛行 士 の 訓練 の 様子 や 、 東 
日 本 大 震 災 の 際 に TSS 滞 在 中 の イ 


隊 JAXAs 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.)50 


発行 責任 者 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
広報 部 長 寺田 弘 慈 

編集 制作 便 一 般 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 信 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 

2013 年 6 月 1 日 発行 


JAXA'S 編集 委員 会 
委員 長 的 川 要 宣 
副 委 員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 "喜多 充 成 
顧問 山根 一 眞 


プラ ネッ トキ ュー ブ 
企画 展 


IPRIDE OF JAPANI 


HIIB ロ ケッ ト と 


字 南 ステ ーション 補給 機 | こう の と り 」 展 一 
併設 | イプ シン ロ ン ロ ケ ッ ト が 拓く 新しい 世界 | 
期間 』 2013 年 5 月 14 日 ( 火 ) 9 月 1 日 (日 ) 


時 間 。 10:00<17:00 


場所 筑波 宇宙 セン ター プラ ネッ トキ ュー ブ 


(入場 無料 ) 


タリ ア 人 宇宙 飛行 士 が 復興 へ の 願 
い を 込め て 折鶴 を 折っ た エピ ソー 
ド な ど が 紹介 され まし た 。 また 、 
ヴィ ッ ト ー リ 宇宙 飛行 士 か ら は 、 
日 本 の 技術 力 の 高き や 、ISS 滞 在 
中 に 「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 窓 か 
ら 宇 宙 を 眺め る の が 楽し み だ っ た 
と いう エピ ソー ド が 紹介 され まし 
た 。 日 本 と イタ リア は 、 今 後 も 1SS 
の 利用 や 地球 観測 、 宇宙 科学 な ど 
の 分 野 で 協力 を 進め て いき ます 。 


イタ リア 文化 会 館 の 会 場 の 様子 


2014 年 の 打ち 上 げに 向け 、 着 々 と 開 
発 が 進む 小惑星 探査 機 「| は や ぶさ る 
2」。 太陽 系 誕生 の 謎 に 迫る た め 、 
表面 物質 に 有機 物 や 水 が 含ま れ て 
いる と 考え られ る 小惑星 「1999 
JU3」 を 目指 し ます 。 「 は や ぶる 32」 は 
18 年 に 小惑星 に 到着 し 約 1 年 半 の 
探査 の 後 、20 年 に 地球 に 帰還 する 
予定 で す 。TAXA で は この 6 年 に 及 
ぶ 大 航海 を 記念 し し 、 ス ペ シ ャ ル な キ 
ャ ン ペ ー ン を ご 用 意 し まし た 。 世界 中 
の 皆さま か らい た だ いた 、 名 前 、 メ ッ セ 
ー ジ 、 寄せ書き や イラ スト を 、「 は や ぶ 
き 2| の 「 ター ゲット マー カー」 と 「 再 
突入 カプ セル 」 に 記録 ・ 搭 載 し ます 。 
ター ゲッ トマ ー カ ー は 小惑星 に 投下 
され て と どまり 、 再 突入 カプ セル は 地 
球 に 帰還 し ます 。 背 き さま の 大 切な 思 
い を 胸 に 未踏 の 地 へ 旅立つ 「 は や ぶ 
き 2 1 。 た くき ん の ご 応募 、 ご 声援 を よ 
ろ し く お 願 いい た し ます 。 


以下 の キャ ン ペ ー ン サイ ト よ り 
ご 応募 くだ さい 。 
http://WWW.jSDeC.j4Xa.jD/ 
hottopics/20130329.html 


ISS 滞 在 中 の 体験 を 語り 合う 野口 宇宙 飛行 
士 ( 右 ) と ヴィ ッ ト ー リ 宇宙 飛行 士 ( 左 ) 
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委 rre の Tron 


ー い マー スマ キヤ NE ニク きみ 計 9eow ど と rok HHS 胞 一 
le 


ー つ wN 医 ML 


弓 NOILY 届 ロコ II 


事業 所 等 一 覧 展示 詩 の あぁ る 事業 所 施設 見 学 の で きる 事業 所 


大 樹 町 :JAXA 連携 協力 拠点 
大 樹 航空 宇宙 実験 場 


〒O89-21 15 北海 道 広尾 郡 大 樹 町 美 成 169 
大 樹 町 多目的 航空 公園 内 
TEL : 01558-9-9013 
FAX : 01558-9-9015 


能代 ロケ ッ ト 実験 場 太 


〒O016-0179 秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL : 0185-52-7123 
FAX : 0185-54-3188 


角田 宇宙 セン ター 広 


〒981-1585 宮城 県 角田 市 君 草 字 小金 沢 1 
TEL : 0824-68-31 1 1 
FAX : 0224-68-2860 


筑波 宇宙 セン ター 支 
〒305-B505 茨城 県 つく ば 市 干 現 2-1-1 


TEL : 089-868-5000 
FAX : 029-868-5988 
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